
顧客管理などができるだけでなく、CRM（案件管
理）も可能でこれらを一元化したかったコムカル
のニーズに合致していました。しかも、コムカルで
はSAP社製品を熟知していたため、他社製ERP

パッケージを検討することなくSAP Business One

の導入を決めました。そして、小規模ながらも基
幹システムとして導入するため、データベース管
理ソフトにはセキュリティー性が高いDB2 UDB 

Expressの採用を決定したのです。
しかし社内で懸念されていた問題がなかったと
いうことではありません。「ロジスティック関連部分
については問題はありませんでした。また、営業
部門もERPパッケージの導入には異論がなかっ
たのですが、問題は経理部門でした。それまで
使っていた国産会計ソフトとは仕様ががらりと変
わってしまうため、導入に際しての議論を1カ月近
く費やしました」（坂井氏）

ソリューション
わずか2週間という短期間で導入
SAP Business One導入にあたっての議論が収
束し導入の本決定がされたのは2005年3月半ば
のこと。そして6月1日にはサービスインとなりまし
た。「実際には5月中旬から会計データを入れて
動かし始めたのですが、それまでの会計ソフトと
概念自体がかなり違っているため、何度かやり直
すということがありました。消費税の取り扱いの違
い、プロジェクト単位での経費立て替え払いの考
え方などがかなり違っていました」と坂井氏は話
します。インターフェイスに関しては、表示される
用語などは営業で使うような平易な言葉ですの
で、これまでMicrosoft Excelのようなコンシュー
マー向けソフトを使っていたユーザーでもすんな
りと移行することができました。
「CRMの機能も入れたのですが、各案件の成長
度が見られるのが良いですね。見積りを作って入
れておくと、受注や、売り上げなどにもそのまま入

株式会社コムカル（以下、コムカル）は、顧客企
業の事業展開を支援するコンサルティング、情
報技術サービス、アウトソーシング、インテグレー
ションサービスを提供している企業です。SAP

社のサービスパートナーである同社では、自社
の基幹業務システムにSAP Business One

を2005年6月に導入。会計や営業をはじめ、
外注費用や売り上げ、案件などの業務をSAP 

Business Oneにより一元管理化しました。ま
た、データベース管理ソフトウェアとしてIBMの
DB2 Universal Database Express Edition

（以下、DB2 UDB Express）を組み合わせて
採用。オートノミック（自己管理）機能により、運用
管理の手間やコストを削減することが可能となり
ました。

お客様ニーズ
社員ごとに管理していたデータの
一元管理化
SAP社のサービスパートナーであるコムカルは、
SAP R/3®（mySAP™ ERP）などERPソリューショ
ン導入支援事業を数多く手がけてきています。し
かし自社ではシステムを導入しておらず、社内業
務の管理が一元化されていないという悩みがあ
りました。
「これまで経理では国産の会計ソフトを使ってい
たほか、それ以外の部門ではMicrosoft® Excel

などによりPCベースで社員ごとにデータを管理し
ていました。そのため、どれが最新のデータなの
かが見つけにくい、データ集計にも時間がかかる
など、さまざまな不具合が発生していました。そん
なとき、日本IBMがSAP Business  OneとDB2 

UDB Expressを組み合わせて提供するということ
で、その第1号ユーザーとして導入を決定したの
です」（株式会社コムカル ソリューション営業本
部統括部長 坂井康弘氏）。
SAP Business Oneでは、財務管理や販売管理、

SAP® Business OneにDB2 Universal Database™ 
Express Editionを組み込み
低コスト・短期導入で管理業務を一元化 

Overview

◆チャレンジ
 ・ 社員ごとに管理していたデータの一元化
 ・ 会計のグローバル化

 ・ 少ない人員でのシステム管理

◆ソリューション
 ・ インダストリー：システム開発、ERP導入・アウ
トソーシング

 ・ 適用業務：業務管理全般

 ・ ソフトウェア：SAP Business One、
  IBM DB2 Universal 

  Database Express Edition

 ・ ハードウェア：IBM ® xSeries®  205

◆効果
 ・ 案件の処理過程の透明化
 ・ DB2のオートノミック機能による運用管理コス
トの削減

 ・ 稼働しながらの自社内カスタマイズ

 ・ セキュリティー性が高いデータベースで安全な
システム環境構築を実現
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れることができ簡単です。また、明細項目などが
変わったとき、その都度入れ替えられるのも便利
なところです」（坂井氏）
コムカルではSAP Business Oneの導入開始から
サービスインまでの期間がわずか2週間でした。
「通常は3~4週間はみておいたほうが良いか
と思います。ただ、ユーザー側で勘定コードなど
を用意していれば2週間で導入できるのではな
いでしょうか。1年くらいかけて導入するSAP R/3

（mySAP ERP）と比べきわめて短期間ですむの
で、まさに中堅・小規模企業には最適なERPパッ
ケージだと思いました」（坂井氏）

導入効果
案件の課程が一目瞭然に
稼働しながらのカスタマイズも可能
現在、コムカルではSAP Business Oneを7ユー
ザーで使用しています。「まだまだすべての機
能を使いこなせていないため、現在でもSA P  

Business Oneを本番稼働させながら検証をして
います。通常のユーザーとは少し変わった使い方
をしているとは思いますが、それくらい融通が効く
パッケージだという証拠ですね。クリックひとつでど
うにでも変更できるので、日々更新作業をしてい
る状態です」（坂井氏）
サービスインからまだ日は浅いのですが、果たし
て導入効果は現われているのでしょうか。「案件
の課程が1つに見られることが現時点での一番
のメリットだと感じています。また、外注費用の支
払いがジョブに自動で入っていくことができるの
もポイントが高いですね。ただし、経理担当者は
ERPをさわるのが初めてだっただけに、仕分けが
自動でされることや、作業をせずとも帳票がどん
どん上がってくることなどに、まだ違和感があるよ
うです」（坂井氏）
また、構成、チューニングなどを自動化するオート
ノミック（自己管理）機能で人力作業を軽減できる
DB2 UDB Expressを組み込んでいるため、今後
は運用管理コスト削減も期待されます。
なお、コムカルのシステム構成はPCサーバーとク
ライアントマシンだけです。「こんなにシンプルなシ
ステム構成でもERPパッケージを導入できるとい
う、弊社が良い見本になっていると思います。稼
働しながら自社でカスタマイズできるというのも、
中堅・小規模企業には適合しているERPパッケー
ジといえるでしょう」（坂井氏）

将来展望
海外進出企業へのご提案
コムカルでは、自社の基幹業務システムとして
SAP Business Oneを稼働させることでスキルを
身につけ、他社へご提案する足がかりにすること
を考えています。「弊社のお客様には貿易業務
を扱う企業が数多くございます。そこで、国内企
業が海外進出する際のERP導入のお手伝いが
できればと考えています。実際に『国内ではSAP 

R/3（mySAP ERP）を導入していますが、海外
拠点はSAP Business Oneで』という話もきていま
す。またその逆に、海外企業が日本に進出する際
に、SAP Business Oneを導入したいという話もあ
ります」（坂井氏）

また、大都市圏以外の中堅・小規模企業でもグ
ローバルな取引をしている企業は多いといいま
す。「そういった企業にとっては、日本の商習慣に
のっとった国産ERPパッケージよりも外貨取引や
国際標準に対応したSAP Business Oneが適し
ているでしょう」（坂井氏）
社内には8カ国語に対応した人材をかかえ、ERP

と貿易という専門性を持ったコムカル。グローバ
ルにお客様のシステム構築をご支援できるIBM

の強みとともに、海外進出企業へのご提案パート
ナーとして活躍が期待されています。
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"こんなにシンプルな
システム構成でもERPパッケージを
導入できるという、
弊社が良い見本に
なっていると思います。
稼働しながら自社で
カスタマイズできるというのも、
中堅・小規模企業には適合している
ERPパッケージといえるでしょう"

株式会社コムカル ソリューション営業本部 統括部長

坂井 康弘 氏
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